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Ⅰ . はじめに
La poésie vient chez moi d’un rêve toujours latent. Ce rêve j’aime à le 
diriger, sauf les jours d’inspiration où j’ai l’impression qu’il se dirige 
tout seul.（1）
詩は、常に潜在する一つの夢から私のところにやって来る。私はこの夢
に方向を与えるのが好きだ。夢がひとりでに方向を決めるように思われ
る霊感の日々は別だが。（2）
　上に引用したのは、ジュール・シュペルヴィエル（3）による唯一の詩論『詩法
について考えながら』（« En songeant à un art poétique »）の冒頭である。シュ
ペルヴィエルが彼の詩作において「夢」を大切なものとして扱っていることを端
的に示す箇所である。だが我々はまず、こう問わねばならないだろう。「常に潜
在する一つの夢」とはどのようなものか、また「夢に方向を与える」とはどのよ
うなことなのか、と。他方、夢を詩作の上で特権的なものとして扱うのはシュペ
ルヴィエルだけに限られたことではなく、とりわけ 20 世紀初頭において夢を詩
の創造行為と結びつけ理論化したのは取りも直さずシュルレアリスムの詩人たち
であった。だが、「夢」という共通の関心事を持ちつつ、シュペルヴィエルの詩
的言語とシュルレアリスムの詩的言語は異なっている。その違いの意味は何であ
ろうか。本稿は、こうした問いから発して、シュペルヴィエルの詩学における夢
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2の構造を、眠りの機能と事物の詩的把握という観点から明らかにしようとする試
みであると同時に、分析対象として 1927 年から 1930 年までの間に書かれた詩作
品を扱うことで、1924 年にアンドレ・ブルトンによって書かれた『シュルレア
リスム宣言』(Manifeste du surréalisme) に対するシュペルヴィエルの一種の応答
としての詩的言語を検討するという意図を併せ持つものである（4）。
Ⅱ . 事物の詩的把握
　まずは、シュペルヴィエルの夢の構造を明らかにするために、シュペルヴィエ
ルにおいて事物を詩的に把握するとは何を意味するのか検討することから始め
たい。ここでは、1928 年にジャン・ポーラン編集のシリーズ『ユヌ・ウーヴル、
アン・ポルトレ（作品、肖像）』（ Une œuvre, un portrait ）において単独で出版さ
れ、1930 年に詩集『無実の徒刑囚』（Le Forçat innocent）に収められることになっ
た詩群「つかむ」（« Saisir »）を中心に見ていくことにしよう。シュペルヴィエ
ル全集註釈者の一人であるジェイムズ・ヒドルストンは、「シュペルヴィエルは、
眠り、すなわち意識下という彼の存在の闇の部分に自分の全てをささげる」（5）と
述べている。このような態度は、以下に引用する「つかむ」詩群の五篇目の詩、「全
てがわたしから離れるとき、つかむ……」（« Saisir quand tout me quitte... »）に
おいて確認することができる。
Saisir quand tout me quitte,
Et avec quelles mains
Saisir cette pensée,
Et avec quelles mains
Saisir enﬁn le jour
Par la peau de son cou,
Le tenir remuant
Comme un lièvre vivant ?
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Viens, sommeil, aide-moi
Tu saisiras pour moi
Ce que je n’ai pu prendre,
Sommeil aux mains plus grandes.（6）
つかむ、すべてが私から離れる時に
でもどの手で
つかむのか、この思いを
どの手で
つかむのか、ついには光を
元気のいい野ウサギのように
動き回っているそいつの
首の皮を持つのか ?
来ておくれ、眠りよ、助けてくれ、
おまえは私のために
私が手に取れなかったものを
つかむだろう、
もっと大きな両手を持つ眠りよ。
　語り手は「思い」や「光」といった質量を持たないものを「つか」もうとしており、
それは「元気のいい野ウサギのように動き回っているそいつの首の皮を持つ」と
いう比喩で表されるように、動きを目で追うばかりで実際に「手」で「つかむ」
ことは極めて困難である。それらを「つかむ」のに相応しい手は存在しないのだ。
ヒドルストンは、「全てがわたしから離れる時につかむ」という詩句の中に、「つ
かむ」ことへの欲求と、絶えずその欲求に衝突してくる謎の障害や事物の逃避、
という二つの動きが結びつけられ、「常に裏切られる詩人の希望」が要約されて
いると指摘する（7）。だがむしろここで重要だと思われるのは、もともと遠くにあ
4るもの、未知のものを「つか」もうとするのではなく、一度「私」に属していた
ものを手放すその瞬間に、それらを「つか」もうとしていることである。しかし、
意識の統制のもと「つかむ」ことには限界がある。語り手はそこで、「眠り」に
助けを求める。語り手が求めているのは、無意識の領域で「つかむ」こと、すな
わち夢の領域で事物を捉えることである。このように考えると、「全てがわたし
から離れる時に」というのは、「わたし」の意識から全てのものが離れようとす
るその時に、それを「つかむ」というようにも解釈できるだろう。
　ジョルジュ・プーレは、「つかむ」行為が時間に到達しようとする行為である
という議論を展開している。彼は次のように述べている。
まるで、生まれながらに器用さと素早さが欠如しているために、ほとん
ど常にシュペルヴィエルは時間に到達しそれを捉えるのを妨げられてい
るようである。手を伸ばす瞬間に、その瞬間は消え去り、少し間の抜け
たように、指は虚空の上で閉じられるのだ。（8）
「思い」や「光」を「つか」もうとする行為は、プーレが言うように、今この瞬
間に自分を取り巻く事物の実存性をまるごと捉えようとする行為だと考えられ
る。そしてその瞬間の捉えられなさのために、主体は眠りに頼ろうとするのであ
る。
Ⅲ . 眠りと手
　この詩篇の最終行では、「眠り」が「もっと大きな両手」を持っているとされ
る。「もっと大きな両手」とは一体何を表すのだろうか。「手」が捉えようとする
イメージと「つかむ」という動作に込められた意味をより詳しく見ることで、こ
の問いに答える道筋を作ろう。次に見るのは、「つかむ」詩群の冒頭の詩、「つかむ、
夕暮れを、りんごを、彫像をつかむ……」（« Saisir, saisir le soir, la pomme et la 
statue... »）という詩篇である。
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Saisir, saisir le soir, la pomme et la statue,
Saisir l’ombre et le mur et le bout de la rue.
Saisir le pied, le cou de la femme couchée
Et puis ouvrir les mains. Combien d’oiseaux lâchés
Combien d’oiseaux perdus qui deviennent la rue,
L’ombre, le mur, le soir, la pomme et la statue.
Mains, vous vous userez
À ce grave jeu-là.
Il faudra vous couper
Un jour, vous couper ras.（9）
つかむ、夕暮れを、林檎を、彫像をつかむ、
影を、壁を、道の端っこをつかむ。
横になった女性の足を、首をつかむ、
それから両手を開く。なんと多くの放たれた鳥が、
なんと多くの姿を消した鳥が、道に、
影に、壁に、夕暮れに、林檎に、彫像になることか。
両手よ、おまえたちはすり減るだろう
その真剣な遊びに。
おまえたちを切らないといけないね
6いつか、短く切らないと。
　詩的主体がつかもうとするのは、手でつかむことのできる林檎や彫像だけでは
ない。「夕暮れ」や「影」や「壁」や「道の端っこ」といった、実際には手でつ
かむことのできないものも、手中に納めようとしている。詩的主体の行為は、そ
の意味では手でつかむというメタファーで語られる事物の詩的把握である。それ
は詩的主体にとっては「真剣な遊び」なのだ。「つかむ」という動作には、俊敏
さと力強さがあるが、ここで語り手が志向しているのは、事物の所有ではない。「そ
れから両手を開く」とあるように、つかんでから開いて再び事物を放す一連の運
動に意味がある。すなわち、手でつかむことで自分のものにし、一度鳥になるこ
とを経て事物・事態が再び元の姿に戻っていく一続きの運動である。
　詩の形態もまた、この一連の運動に呼応している。第一節から第三節は、12
音節詩句で二行ずつ脚韻が踏まれており、第一節と第三節の脚韻は同一である。
第一節において列挙された事物が、第二節を挟んで第三節でひとつずつまた列挙
され直されているという意味で、冒頭の三節は第二節を境に対称を成していると
言うことができる。すると見えてくるのは、詩的主体がつかもうとする事物・事
態のうちで「横になった女性」の足と首が「真剣な遊び」のピークを成しており、
想像力の化身でありイマジネーションの一瞬の炸裂とも言える鳥たちの飛翔を引
き起こしていることだろう（10）。しかし、最終節では、この「真剣な遊び」が両
手をすり減らしてしまうことを心配する語り手は、自ら手を「短く切」ること
で、事物・事態を手に入れる欲望を押さえる必要性を感じている。手を伸ばすこ
とを止めるのではなく、手そのものを短く切ってしまうとは、暴力的な選択だ（11）。
女性の足や首をつかむ行為からも、「暴力的な所有」（12）の願望が見え隠れするよ
うである。手でものをつかむ行為というのはそれ自体で、暴力的とは言わないま
でも、非常に素朴な欲望の表現だろう。それは手に触れた物ならなんでもぎゅっ
と握りしめる赤ん坊を想起させるものでもある。形式的にも、手を短く切り落と
すかのように、あるいは「真剣な遊び」はもう既に終わってしまったかのように、
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それまで 12 音節で揃えられていた詩句は、最終節だけが 6 音節に切り揃えられ
ている。
　両手でつかむ動作は、事物や事態を手に入れる欲望の現れである。しかしここ
では、繰り返しになるが、つかんで自分のものにするのではなく、つかんでから
もう一度それを放すまでの一連の動作が問題となっており、その行為を「真剣な
遊び」と呼んでいる。この動作は、詩の行為そのものとして読むことができるの
ではないだろうか。「手」は詩人の手、すなわちエクリチュールの行為として読
むことが可能であり、ここで詩的主体がつかもうとしているのは、詩の言葉とし
ての正確なイメージである。「つかむ」行為が意味するのは、事物の本質をつか
みとり、それを言葉にすることでもあるのだ。シュペルヴィエルは詩論の中で次
のように述べている。
Mais si je rêve je n’en suis pas moins attiré en poésie par une grande 
précision, par une sorte d’exactitude hallucinée. N’est-ce pas justement 
ainsi que se manifeste le rêve du dormeur ? Il est parfaitement défini 
même dans ses ambiguïtés. C’est au réveil que les contours s’effacent et 
que le rêve devient ﬂou, inconsistant.（13）
しかし、私は夢みるのも事実だが、詩においては、これに劣らず、大き
な適確さ、一種の幻覚をおびた正確さに惹かれる。眠っている人の夢は、
まさにそういう形であらわれるのではなかろうか。夢はその曖昧な部分
においてさえ、完全に輪郭がはっきりしている。輪郭が消え、夢がぼん
やりと浮動的になるのは、めざめた時である。
　つまり、「つかむ」一連の運動について書かれた上述の詩篇は、ポエジーその
ものについてのディスクールとして読むことが可能である。「適確さ」「一種の幻
覚をおびた正確さ」を「つかむ」行為が、「真剣な遊び」として描かれているの
8である。だが、この運動はつかむための「両手」をすり減らしてしまう。そこで、
詩的主体にとって頼るべきものは、夢、とりわけ睡眠中の夢となるわけだ。実際
にシュペルヴィエルが詩論で述べているように、夢の領域では、ポエジーの求め
る「正確」なイメージが姿を現すからだ。これが、眠りの持つ「もっと大きな手」
の正体である。
Ⅳ . 時空間の停止
　しかし、眠っている人の夢の中では「正確」なイメージが姿を現すのだとシュ
ペルヴィエルが言う時、シュペルヴィエルの捉える眠りの性質を詳細に検討する
ことなしに、彼の言葉に同意することはできない。次に分析を試みるのは、「大
地の結滞」（« Intermittences de la terre »）という章に収められた詩篇「眠りの大
旋風」（« Tornade de sommeil »）（14）の前半部分である。
Les hommes sur les grand-routes voilà qu’ils rebroussent chemin,
Comme si on les frappait avec mystère à l’épaule.
L’Amazone et le Nil s’arrêtent, refusant de reﬂéter le ciel,
Les lacs se cachent le visage au fond de la terre bourbeuse,
Mouillant le feu central de larmes et de grenouilles honteuses.
Les cascades se suspendent
Ayant perdu la mémoire à mi-chemin de l’abîme.
Et les cathédrales doutent, hésitent entre leurs tours,
Poussant la foi vers l’une d’elles, puis vers l’autre, nuit et jour.（15）
幹線道路に立った男たちは、ほら、道を引き返す、
まるで不思議な力で肩を叩かれたかのように。
アマゾン川とナイル川は立ち止まる、空を反射するのを拒みながら、
数々の湖がぬかるんだ地の底に顔を隠す、
事物・眠り・言葉—ジュール・シュペルヴィエルの夢の領域—　9
中心にある火を、涙や内気な蛙たちで湿らせながら。
滝たちは宙づりになる
深淵へと向かう途中で記憶を喪失して。
数々の大聖堂は疑い、鐘楼たちの間でためらっている、
今度はこの鐘楼へ、お次はあの鐘楼へと、昼も夜も信仰を押しつけなが
ら。
　まず、『引力』に近い夢の雰囲気と宇宙的なインスピレーションによって『無
実の徒刑囚』の中でも他の詩と区別されている（16）、とプレイヤッド版註釈者
が述べるこの詩篇の、形式的な特徴を簡単に整理してみよう。この詩は一つの
詩句の音節数が不規則で、比較的長めの詩句により構成されている。しかし、
全ての詩句の音節数が多いわけではなく、引用した箇所で言えば、五行目の
« Mouillant le feu central de larmes et de grenouilles honteuses. » の詩句は 16 音
節なのに対して、すぐ次の詩句 « Les cascades se suspendent » は 7 音節となっ
ている。音節数の多い詩句の中に音節数の少ない詩句を置くことで、伸び縮みの
あるリズムが作られている。こうしたリズムの特徴は、内容の分析において明ら
かになる空間の伸縮や直線的時間の歪みと密接に関係しているように思われる。
　続いて内容に目を向けてみると、まず目にとまるのは、登場する人や物、動物
の複数性である。「男たち」、「幹線道路」、「数々の湖」、「涙」、「蛙たち」、「滝たち」、
「数々の大聖堂」、「鐘楼たち」はどれも複数形になっている。「アマゾン川」と「ナ
イル川」という単数固有名詞として登場する「川」も、二つが並べられることで
巨大な複数形を作り出している。また、「アマゾン川」と「ナイル川」という地
球上に存在する巨大河川をいとも簡単に並置する規模の大きさが、この詩にはあ
る。「男たち」が立っているのも、ただの通りではなく街と街を結ぶ本街道たる「幹
線道路」である。二つの河川と「湖」が水平方向のスケールの大きさを表してい
るのに対して、「滝」や「大聖堂」は垂直方向の巨大さを表している。だが興味
深いことに、全てのものが巨大なのではなく、巨大なものから極小のものへと唐
10
突にピントが変わる瞬間がある。例えば五行目の詩句では、「湖」は「涙」や「蛙
たち」という極めて小さいもので「中心にある火」を「湿らせ」るのだ（17）。「湖」
という豊富な水量を持つイメージから、「涙」という微量の水へのイメージの縮
小と、「蛙たち」という小さな動物のクローズアップは、この詩の空間感覚の非
常に大きな特徴であり、このようなスケールの急激な縮小により、固定されてい
ない空間—そのため視線もまた硬直することがない—が描き出されている。
　ヒドルストンはこの詩の中に「この世の終わりのような光景」（18）を見ている。
この詩篇の中では、人間、自然界の事物（特に河、湖、滝といった水に関するもの）、
人間の分泌物である涙、動物、建造物というように、領域を超えた複数のものが
同時に動きを停止したり時間を遡ったりしている。時間が通常通り未来へと進む
のとは違う流れ方をしているという意味で、この詩篇で展開される光景は、世界
の終末を思わせると言えるかもしれない。登場する人物・事物たちの動きを詳し
く見てみよう。
　「男たち」が「不思議な力で」「肩を叩かれたかのように」「道を引き返す」様子は、
まるで巻き戻し映像であるかのような印象を与える。「不思議な力で」というの
は、眠りに落ちる時の不可抗力のようなものであり、意志によるコントロールの
効かない状態を指しているのだろう。「道を引き返」す行為は、川で例えれば下
流から上流へと遡るような、「源の方へと」（19）帰るような、時間を遡る動きである。
初版では、詩篇の 2 行目と 3 行目の間に、« Et les voilà qui se jettent sur les talus 
pour dormir. »「そしてほら彼らは眠るため、勾配に身を投げ出す」という詩句
が挟まれていたことがわかっている（20）。削除されたこの詩句を読む限り、「男た
ち」の動作が、眠りにつこうとする人の所作である可能性が伺える。しかし、直
接「眠り」への言及も見られるこの詩行は削除される。このことはおそらく、「眠
るため」という行為の目的性を削除することにより、自分の意志の働きとは別の
力によって訪れる眠りの性質を際立たせるためだと言えるだろう。
　続いて、水に関するイメージの動きを追ってみよう。シュペルヴィエルの詩的
世界の中で、川が流れることは、川が空や周りの景色を記憶に留める行為として
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表される。また、バシュラールが指摘するように、水のポエジーのひとつの成分
である清涼さは、目覚めの力でもある（21）。しかしここでは、「アマゾン川」と「ナ
イル川」は「空を反射するのを拒」んで「立ち止まる」。「眠りの大旋風」におけ
る「立ち止まる」二本の河川は、生と目覚めの状態にある流れる川のイメージと
は反対に、目覚めている状態を拒み、時間の停止と忘却に身を委ねようとしてい
ると言えるだろう。「滝たち」も同様に、上から下へと落ちるのを止め「宙づり
にな」っている。時間の停止と記憶の喪失という点において「川」と同じ状況で
ある。「ぬかるんだ地の底に顔を隠す」湖は、時間が巻き戻されて、湖が湖にな
る前の状態になってしまったかのようである。最後に「大聖堂」だが、これは水
と違ってそもそも動きが止まっているものである。そうであるにも関わらず、そ
れらの鐘楼の間で身動きが取れなくなっている「大聖堂」の姿がここにはある。「大
聖堂」は、建てるために長い時間の積み重ねが必要な建造物であり、また、人々
の信仰が連綿と受け継がれている記憶の場でもある。周囲にその時々の時間を告
げ知らせる「鐘楼」の間で「疑い」「ためらっている」「大聖堂」は、「今」とい
う時間にも、記憶の中にも自らの居場所を見出すことができずにいるのである。
Ⅴ . メタモルフォーズの場
　以上、「眠りの大旋風」前半部分のイメージを詳細に見て来た。見えて来たのは、
「眠り」という言葉を、初出からの異同を経て直接使うことは避けつつも、広大
な空間にある様々な事物が、あたかも時間が停止したり巻き戻されたりしている
かのように凝固し退行していく姿である。詩篇は次のように締めくくられる。
La Terre, de pôle en pôle, pousse son propre sommeil, 
Ne se doutant même pas qu’elle n’est plus sur la route.（22）
地球は、極から極へと地球自身の眠りを押していく、
もはや軌道にのっていないのではないかとは思いもせずに。
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　この詩句によって、事物を「眠りの大旋風」に巻き込むのは「地球」の眠りで
あることが明らかにされる。「地球」のような空間を構成する大きなものが周囲
のものを眠りへと引きずり込むことで、事物の時間は停止し、忘却の深淵へと送
り返される。この時、その眠りは事物がひとつの物から別の物へと姿を変える場、
すなわちメタモルフォーズの場を準備しているように思われる。例えば、5 音節
詩句 8 行からなる短い詩である「わたしの諸伝説」（« Mes légendes »）章の中の
一篇、「眠る湖」（« Le lac endormi »）においてそのことを確認することができ
るだろう。
Un sapin, la nuit,
Quand nul ne le voit,
Devient une barque
Sans rames ni bras.
On entend parfois
Quelque clapotis,
Et l’eau s’effarouche
Tout autour de lui.（23）
一本のモミの木が、夜、
誰も見ていない時に、
櫂も腕もない
一艘の小舟になる。
時折、
波打つ音が聞こえる、
すると水は怖じ気づく
モミの木のまわりで。
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この詩篇は全集ではページの上部三分の一の中央に文字が書き込まれているた
め、左右およびページ下部にたっぷりと余白がある。余白は、あたかも湖を包む
静寂を表すかのようである。木はシュペルヴィエルの詩的世界の中では重要な位
置にある。クリスタベル・グラールによると、木々はシュペルヴィエルの思考と
ポエジーを具体的な世界に根付かせる働きをする（24）。とりわけ木の主題は、詩
集『1939-1945』に収められた「木々」（« Arbres »）という章の中に結集するこ
とになる。この章では、「木」は不動性を宿命とする「囚人」であるということ
が強調されている（25）。「眠る湖」における「モミの木」には、そうした「木々」
の章の「木」のイメージと共通するものを見出せるだろう。この詩の中で「モミ
の木」は、「誰も見ていない時に」「小舟」へと変身する。不動性を宿命とする「モ
ミの木」とは対照的に、「小舟」は水上を移動することを運命づけられている。「眠
る湖」において、異なる宿命を背負う「モミの木」と「小舟」を、変身を通じて
密やかに結びつけるもの、それが「湖の眠り」であり、シュペルヴィエルの夢の
領域なのである。「眠りの大旋風」の「川」や「滝」が忘却に身を委ねていたよ
うに、ここでは「眠る湖」は湖であったことを一瞬忘れている。ブランショはシュ
ペルヴィエルについて論じた「忘れがちの記憶」（« Oublieuse mémoire »）とい
う論考の中で次のように述べている。「己を忘れるものが、ひとたび忘れられる
ものと忘却に対してねらいを定めると、最も深い消失となり、そこにメタモル
フォーズの場所がある」（26）と。つまり、湖が眠りによって湖であることを忘却す
ることで、「誰も見ていない」忘れられた存在である「モミの木」の変身の場が
用意されるのだ。このように、眠りの中に流れるこうした通常とは異なる時間の
流れ方と忘却の性質が、事物の変身を可能にするのである。
Ⅵ . 世界を認識するための言葉
　さて、前述の詩論（p. 7 の引用）におけるシュペルヴィエル自身の言葉が示唆
するとおり、覚めることを約束された眠りにおける夢の「正確さ」への信頼は、
目覚めた時に夢の「輪郭が消え」「ぼんやりと浮動的になる」ことへの不安と隣
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り合わせであることもまた事実である。最後に、意識と無意識の狭間にある目覚
めについて書かれた詩篇を検討し、シュペルヴィエルの詩的言語について考察し
たい。以下に精読を試みるのは、『無実の徒刑囚』所収の「断絶」（« Ruptures »）
という章の中の「目覚め」（« Réveil »）と題された詩群の冒頭の詩篇である。
Le jour auprès de moi se ﬁxe
Mais il m’ajourne dans l’oubli.
Si je m’approche du miroir
Je n’y découvre rien de moi.
Hier encore j’eusse dit : « Mes mains »
Et aussi : « Mes jours et mes nuits ».
Aujourd’hui je ne sais que dire,
Tous les mots sont restés au loin,
Saisis par leur propre délire.（27）
わたしのすぐそばで日差しが固まる
でも日差しは忘却へとわたしを召喚する。
わたしが鏡へと近づいても
自分の何も見出さない。
昨日はまだ「わたしの手」とも
「わたしの日々、わたしの夜々」とも言ったことだろう。
今日、私は何を言っていいのかわからない
言葉はどれも、各々の錯乱に捉えられて
遠くにあるままだ。
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サビーヌ・ドゥヴュルフが述べているように、シュペルヴィエルのテクストにお
ける鏡はほんの少しの自己像でさえ映すことを拒む。ドゥヴュルフは、このこと
は自己同一性の概念の崩壊の、徹底的な形での現れだと指摘している（28）。また、
ジョルジュ・プーレは目覚めの瞬間について、「眠っている人が目覚める時、目
覚めているということを除いては彼が知っていることは何もない」（29）と説明す
る。確かにこの詩においては、目覚めの瞬間の朦朧とした状態における心もとな
さが、鏡に自分が映らないという状況に託され語られている。目覚めの瞬間、「わ
たし」を取り巻く事態の把握は困難を極め、「わたし」が誰かという認識までも
が不可能になる。ここでは、本来であれば眠りから人を覚ますはずの「日差し」が、
「忘却」へと「わたし」を送り返してしまうのだ。
　さらに詩篇の第二節では、眠りによる断絶によって、昨日は「わたし」が所有
していたはずの言葉が、今日は「わたし」の手から離れてしまった状態であるこ
とが語られている。このことは、安藤元雄が指摘するように、夢という現象が「夢
見られる対象と夢みる者の間にある一切の距離や関係を、まったく新しく作り直
すもの」（30）であるからだと考えられる。しかしここで注目したいのは、事物の存
在そのものがなくなるのではなく、事物を認識するための言葉、安藤の言葉を借
りれば詩的主体と事物の間の距離や関係を「新しく作り直す」ための言葉を所有
できなくなる、ということである。言葉は「各々の錯乱に捉えられて／遠くにあ」
り、詩人によって「捉え」られていない。それゆえ詩的主体は、「何を言ってい
いのかわからない」のである。この詩行はおそらく、シュペルヴィエルの詩的言
語と、シュルレアリスム的な詩的言語の違いを明確に示している箇所だろう（31）。
ブルトンは 1924 年の『シュルレアリスム宣言』の中で、二つの言葉のいわば偶
然の接近からこそ、ある特殊なイメージの輝きがほとばしりでるのだと述べてい
る（32）。また、ブルトンによれば、こうした理性によるいかなる監視も受けない
心の純粋な自動現象は記述可能である（33）。一方シュペルヴィエルは、理性によ
る監視を受けない「錯乱に捉えられ」た言葉が「遠くにある」状態では、口をつ
ぐんでしまう。夢の領域に置き去りにされた言葉たちを、自らの手で「つかむ」
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こと、すなわち理性によって導くことが、目覚めの瞬間において求められている
のだ。この時、シュペルヴィエルが捉えようとする詩的言語は、「イメージの戯れ」
とは根本的に異なる、世界を認識するための言葉なのである。
Ⅶ . 結論
　シュペルヴィエルの詩学における夢に関するいくつかの問いから発して、本稿
ではまず、事物の詩的把握についての考察、ついで眠りの性質の分析を行った。
見てきたように、シュペルヴィエルが試みる事物の詩的把握は、夢の領域におけ
る時空間の停止と、忘却の性質に支えられて初めて成り立つものである。このこ
とから、「つかむ」詩群で確認した、手放したものをつかみ、それをまた離すと
いう一連の空間的な運動はおそらく同時に、忘却へと身を浸し、事物を再認識し、
それをまた記憶の彼方へと離すという記憶と忘却についての時間のメタファーと
して読むことも可能であろう。シュペルヴィエルにおける事物の詩的把握とは、
したがって、夢の中で感覚されるような正確さで、事物の変容を捉えることであ
り、その瞬間を捉えては離す一連の運動の中に身を投じることなのである。最後
に、目覚めの瞬間についての詩篇の分析を通して、シュペルヴィエルの詩的言語
が事物や世界の認識そのものに関わるものであることを確認し、その点において
シュルレアリスム的な言葉と異なることを指摘した。シュペルヴィエルにとって
詩は、常に潜在する夢から来るものであるが、それだけでは彼の詩学は成り立た
ない。理性が夢を導き、事物の本質を捉える言葉として紙面に現れなくてはなら
ない。こうしたシュペルヴィエルの詩の技法は、その不可能性が詩篇で詠われて
いるにも関わらず、「言葉にすること」や、意識と無意識のあわいで世界を認識
するための「言葉」そのものに対して、詩人が信頼を置いていることを意味する
のである。
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La présente étude porte sur les œuvres composées par Jules Supervielle 
(1884-1960) entre 1927 et 1930. Elle a pour but de montrer la structure du rêve de 
notre poète en examinant la fonction du sommeil et la saisie poétique des choses. 
Elle implique l’examen du langage poétique de Supervielle par rapport au 
premier Manifeste du surréalisme (1924) d’André Breton qui avait un intérêt pour 
le rêve en tant que source de la création poétique.
Nous examinons tout d’abord la saisie poétique des choses en analysant les 
poèmes intitulés « Saisir ». Le locuteur cherche à saisir les choses inconsciemment 
dans l’espace onirique. Ce n’est pas une possession des choses mais une suite de 
mouvements dont il s’agit ici. Mais, à cause des échecs répétés, le sujet poétique 
attend que le sommeil saisisse les choses à sa place. Or, ces mains, celles du 
sujet poétique, nous pourrions les identiﬁer aux mains du poète lui-même, qui 
s’engagent dans l’écriture du poème en question. En l’occurrence, on pourrait 
dire que les poèmes sur l’acte de saisir les choses sont des discours sur la poésie 
elle-même.
Ensuite  nous  examinons les  caractér is t iques  du sommeil  chez 
Supervielle. L’analyse des poèmes intitulés « Tornade de sommeil » et « Le 
lac endormi » montre que, dans l’univers poétique de Supervielle, l’oubli est 
un motif inséparable du sommeil. Dans le sommeil, l’arrêt du temps et de 
l’espace ainsi que le fonctionnement de l’oublie permettent aux choses de se 
métamorphoser.
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Après l’analyse du sommeil, nous essayons de mettre au clair le langage 
poétique de Supervielle en analysant le poème intitulé « Réveil ». Au moment du 
réveil, il est impossible que le locuteur s’exprime parce que les mots sont restés 
dans l’espace onirique. Cette remarque nous permet de dire que, chez Supervielle, 
il est important de saisir les mots avec la raison pour la connaissance du monde 
alors qu’il suffit au surréalisme d’écrire directement les mots provenant d’un 
rêve.
Le tâtonnement pour saisir les choses avec une précision onirique dans 
l’œuvre de Supervielle nous montre que, bien qu’il affronte une impossibilité, le 
poète a conﬁance aux mots eux-mêmes pour connaître le monde.
